
部品技術情報流通（部品技術情報流通（R&RR&R : Registry and Repository: Registry and Repository ）構想）構想

解決解決策策解決解決策策部品技術情報流通における企業の課題部品技術情報流通における企業の課題部品技術情報流通における企業の課題部品技術情報流通における企業の課題

技術情報交換インフラを活用することでものづくりに関わるコスト削減技術情報交換インフラを活用することでものづくりに関わるコスト削減((目標目標30%!)30%!)
新しい部品技術情報流通モデルの提案新しい部品技術情報流通モデルの提案

ASPASPサービスサービス((全部品技術情報を全部品技術情報をASPASP経由入手経由入手))
サプライヤサプライヤ、バイヤともにフォーマットを選択可能。、バイヤともにフォーマットを選択可能。

技術情報技術情報Data Base(DB)Data Base(DB)を持っている会社が少ない。を持っている会社が少ない。

バイヤの要求に対応して、個別のフォーマットに対応したデータを提供するバイヤの要求に対応して、個別のフォーマットに対応したデータを提供する
がが

サプライヤサプライヤ企業企業の課題の課題

コンテンツサービスコンテンツサービス((汎用部品技術情報を汎用部品技術情報をECALSECALSに統一しに統一しRR＆＆RRにストックにストック
し、バイヤ間で使い回す。し、バイヤ間で使い回す。) ) 

データ取得時間短縮。データ取得時間短縮。
DBDBアウトソーシングサービスアウトソーシングサービス((新部品情報新部品情報((スペック・形状・シミュレーショスペック・形状・シミュレーショ
ン・環境ン・環境))をサプライヤ部品番号でストックし、バイヤ間で使い回す。をサプライヤ部品番号でストックし、バイヤ間で使い回す。))

必要がある。必要がある。
データの再利用が出来ず、再作成する場合がある。データの再利用が出来ず、再作成する場合がある。
人間系の対応のためモレヌケが多い人間系の対応のためモレヌケが多い。。

バイヤバイヤ企業企業((セットメーカセットメーカ))のの課題課題 )) ))
データデータ取得時間短縮。取得時間短縮。

サプライヤ売り込みサービスサプライヤ売り込みサービス((サプライヤサプライヤDB)(DB)(売り込みたい部品属性を登売り込みたい部品属性を登
録。録。) ) 

サプライヤ売り込み効率アップサプライヤ売り込み効率アップ
バイヤ新部品技術情報取得時間短縮バイヤ新部品技術情報取得時間短縮。。

部品技術情報取得に、時間が掛かる。部品技術情報取得に、時間が掛かる。

取得した部品技術情報の品質・精度が悪い。取得した部品技術情報の品質・精度が悪い。

外資系サプライヤ・商社から技術情報取得困難外資系サプライヤ・商社から技術情報取得困難。。

スペック情報はできて当たり前、今後は環境情報・形状データの交換を実スペック情報はできて当たり前、今後は環境情報・形状データの交換を実
施してゆかなければ施してゆかなければならないならない施してゆかなければ施してゆかなければならない。ならない。

R&RR&RのビジョンのビジョンR&RR&Rのビジョンのビジョン
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提供プロセスはセンタ側で対応を⾏う。
サプ イヤはバイヤ毎 提供環境を⽤意す 必 はな

：Phase1…データプール（R&Rセンター）を介した日本国内企業間の情報交換
：Phase2…日本のデータプールを経由した海外企業との情報交換
：Phase3…世界に存在するデータプール同士の情報連携

ECALSとは、電子部品の分類体系や各部品特性情報をコンピュータ可読な様式で記述したもので、JEITA(社団法人 電子情報技術産業協会）の登録商標です。
*JEITA(社団法人 電子情報技術産業協会）のWeb http://ec.jeita.or.jp/jp/modules/contents01/index.php?id=30 より引用。

「ECALS辞書」はJEITAの登録商標で、Electronics分野のComputer Aided Logistics Support or Commerce At Light Speedが語源です。

サプライヤはバイヤ毎に提供環境を⽤意する必要はない。 ase3…世界に存在するデ タプ ル同士の情報連携

【【本件の検討について本件の検討について】】
本構想の検討活動は本構想の検討活動は、ロゼッタネットジャパン、ロゼッタネットジャパンのの

「「部品技術情報流通部品技術情報流通 Working Working GroupGroup」にて実施中」にて実施中。。
詳しくはこちら詳しくはこちら↓↓↓↓↓↓

http://www.rosettanet.gr.jp/bizPromotion/rnr/rnr.htmlhttp://www.rosettanet.gr.jp/bizPromotion/rnr/rnr.html


